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ＮＳＧグループ ２０１７年３月期・第２四半期決算説明会にご参加いただき、ありが
とうございます。 
 
ＣＦＯの諸岡です。 
 
本日の説明会には、私とＣＥＯの森、そしてＣＯＯのクレメンス・ミラーが同席してお
ります。 
 
私の方から、本日発表しました第２四半期決算の概要について説明いたします。 
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４ページは、本日の決算報告の内容となります。 
 

私の方から、この目次に沿って、今回の決算の概要について説明させていただき
ます。 
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５ページをご覧ください。業績の概要ですが、 

営業利益は、高付加価値品の売上の増加、エネルギーコストの減少、そして生産
性の改善などにより、前年から大きく改善しました。 
 
キャッシュ・フローは、利益の増加と有形固定資産の売却により、改善しました。 
 

建築用ガラス事業の欧州と北米で高付加価値品が増加するなど、事業改善のため
の施策は順調に進捗しております。 
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７ページは、連結損益計算書になります。 
 

売上高は２，８９８億円となり、前年比で１０％の減少となりました。為替変動の影響
を除くと、前年比４％の増加となります。 
 

無形資産償却前営業利益は１５７億円で、前年から５６億円の増加となりました。為
替変動の影響を除くと、前年の約２倍の水準になります。 
 

高付加価値品の売上の増加、エネルギーコストの減少、そして生産性の改善が利
益の増加に寄与しました。 
 

個別開示項目では、６４億円の利益を計上しています。セール・アンド・リースバック
取引の実施による利益や関連会社に対する投資の売却益などを計上しています。 
 
持分法による投資損益は前年から改善しました。 
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８ページへ移ります。ここでは、無形資産償却前営業利益について、前年との差異
について説明しています。 
 
「販売数量/構成」ですが、主に欧州と北米の自動車用ガラス事業における数量増
加の影響を反映しています。 
 
「販売価格」では、欧州と北米の建築用ガラス事業で改善しています。 
 
「原燃材料コスト」では、エネルギーコストが下がりました。 
 

「為替の変動」ですが、ここでは為替の変動が当社の利益に及ぼした影響を示して
います。（注：このグラフでは、前年の利益を当期の為替レートで換算しなおした時
の影響を示しています。） 
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それでは９ページへ移ります。ここでは、個別開示項目の内訳をご確認いただけま
す。 
 
この半年で、６４億円の利益を計上しています。 
 

第１四半期にセールス・アンド・リースバック取引などによって利益を計上する一方、
第２四半期では欧州で発生したリストラクチャリング費用などを計上しています。 
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１０ページはキャッシュ・フローになります。 
 

営業利益の改善と沿うかたちで、キャッシュ・フローが改善していることをご確認い
ただけます。 
 

赤い箱で囲った箇所になりますが、フリー・キャッシュ・フローは、運転資本増加の
影響を受けながらも、増益と資産売却によるキャッシュ増の効果もあり、前年から
大きく改善しています。 
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１１ページは、主要財務ＫＰＩの一覧です。 
 

「ネット借入」は、為替換算の影響とキャッシュ・フローの改善により、約１５０億円減
少しています。 
 
「営業利益率」は、利益の増加に沿って改善しています。 
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１３ページへ移ります。 
 

このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示していま
す。 
 

（注：当社グループの売上高の構成比ですが、欧州が３９％、日本が２４％、北米が
２１％、その他が１６％となっています。） 
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１４ページへ移ります。ここでは欧州における当社グループの建築用ガラス事業と
自動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 

建築用ガラス事業では、市場における需要の増加により、数量と価格の改善が見
られました。また、エネルギーコストの減少が利益に寄与しました。 
 

自動車用ガラス事業では、乗用車販売台数の回復に沿うかたちで当社グループの
数量が増加しています。また、生産性の改善が利益に寄与しました。 
 
欧州は現地通貨ベースで増収増益となりました。 
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１５ページは日本です。 
 

当社の建築用ガラス事業と自動車用ガラス事業のいずれも、軟化した市場の影響
を受けています。 
 
建築用ガラス市場では、商業分野が低調に推移しています。 
 
自動車用ガラス市場は、足踏みする消費者マインドの影響を受けています。 
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１６ページの北米へ移ります。 
 

建築用ガラス事業は、堅調な需要に支えられた価格の上昇や高付加価値品の数
量の増加により、増収増益となりました。 
 
自動車用ガラス事業は、数量の増加により増収増益となりました。 
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１７ページは、その他の地域です。 
 
建築用ガラス事業ですが、南米は厳しい経済情勢のなか利益が改善しています。 
 
東南アジアは、引き続き堅調な需要の影響を享受しています。 
 

南米の自動車用ガラス市場ですが、乗用車販売台数が前年より減少しており、低
調に推移しています。当社グループの業績は、その影響を受けています。 
 

全般として、建築用ガラス事業が牽引し、その他地域も前年より利益が改善してい
ます。 
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１８ページの高機能ガラス事業へ移ります。 
 
高機能ガラス事業の利益は、前年からわずかに改善しました。 
 

ベトナムの薄板ガラス用フロート窯の休止により、ディスプレイの赤字が縮小したも
のの、市場の軟化によりプリンター用レンズの売上が減少しました。  
 
グラスコードとバッテリーセパレーターの需要は、いずれも堅調に推移しています。 
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１９ページは持分法適用会社になります。 
 
持分法による投資損益は、前年からわずかに改善しました。 
 
ブラジルのジョイント・ベンチャーであるセブラセの業績は前年を下回っています。 
 

その一方で、中国とロシアのジョイント・ベンチャーに対する投資について、２０１６
年３月期にて減損損失を計上した結果、これらのジョイント・ベンチャーが赤字で
あっても、当期損益には影響がありません。 
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２１ページをご覧ください。ここで、２０１７年３月期の連結業績予想の修正について、
説明させていただきます。 
 

売上高の業績予想ですが、円高に伴う為替換算によるマイナス影響を考慮して、
当初予想値から下方修正しております。 
 

しかしながら営業利益以下の各項目では、当社グループの各事業の業績が想定を
上回る水準で推移することを見込んでいるため、当初予想値から変更はありませ
ん。 
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２２ページに移ります。 
 

営業利益は、高付加価値品の売上の増加、エネルギーコストの減少、そして生産
性の改善などにより、前年から大きく改善しました。また、前年度末に決定した不採
算事業からの撤退等による効果も出てきています。 
 
キャッシュ・フローは、利益の増加により改善しています。 
 
事業改善のための施策は順調に進捗しております。 
 

２０１７年３月期の通期業績見通しですが、売上高のみ為替換算の影響を考慮し、
修正しています。その一方で、各利益については、業績の改善が円高による業績
へのマイナス影響を相殺すると見込んでおり、変更しておりません。 
 
 
以上、ご清聴ありがとうございました。 
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